
表
四
花
巻
の
項
中
「
、
遠
野
市
、
`
石
市
及
び
上
閉
伊
郡
」
を
「
及
び
遠
野
市
」
に
改
め
、
同
表
北
埼
玉
の
項
中

「
、
羽
生
市
、
鴻
巣
市
及
び
北
埼
玉
郡
騎
西
町
」
を「（
旧
北
川
辺
町
及
び
旧
大
利
根
町
の
区
域
を
除
く
。）、
羽
生
市
及

び
鴻
巣
市
」
に
改
め
、
同
表
に
い
が
た
中
央
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

に
い
が
た

新
潟
県
新
潟
市

表
四
松
本
の
項
中
「
波
田
町
、」を
削
り
、
同
表
鹿
本
の
項
及
び
西
合
志
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
鹿
植
木

熊
本
県
熊
本
市
の
う
ち
旧
植
木
町
の
区
域
並
び
に
山
鹿
市
の
う
ち
旧
山
鹿
市
及
び
旧
鹿

央
町
の
区
域

菊
池

熊
本
県
菊
池
市
及
び
合
志
市

表
四
宮
崎
の
項
中
「
、
宮
崎
郡
」
を
削
る
。

表
五
北
埼
玉
の
項
中
「
、
鴻
巣
市
及
び
北
埼
玉
郡
」
を
「
及
び
鴻
巣
市
」
に
改
め
、
同
表
鹿
本
の
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

山
鹿
植
木

熊
本
県
熊
本
市
の
う
ち
旧
植
木
町
の
区
域
並
び
に
山
鹿
市
の
う
ち
旧
山
鹿
市
及
び
旧
鹿

央
町
の
区
域

表
五
宮
崎
の
項
中
「
、
宮
崎
郡
」
を
削
る
。

表
六
清
和
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

上
益
城

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町

表
十
西
遠
の
項
中
「
、
湖
西
市
並
び
に
浜
名
郡
」
を
「
及
び
湖
西
市
」
に
改
め
、
同
表
山
口
の
項
中
「
山
口
市
」
の

下
に「（
旧
阿
東
町
の
区
域
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
表
萩
の
項
中
「
阿
武
町
」
を
削
る
。

表
十
一
山
口
あ
ぶ
の
項
中
「
山
口
県
」
の
下
に
「
山
口
市
の
う
ち
旧
阿
東
町
の
区
域
、」を
加
え
る
。

表
十
二
下
都
賀
西
部
の
項
中
「
、
大
平
町
、
藤
岡
町
、
岩
舟
町
及
び
都
賀
町
」
を
「
及
び
岩
舟
町
」
に
改
め
、
同
表

は
が
野
の
項
中
「
益
子
町
、」を
削
り
、
同
表
児
玉
の
項
及
び
北
川
辺
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

北
川
辺

埼
玉
県
加
須
市
の
う
ち
旧
北
川
辺
町
の
区
域

児
玉

埼
玉
県
本
庄
市
及
び
児
玉
郡
上
里
町

表
十
二
宮
崎
の
項
中
「
、
宮
崎
郡
」
を
削
る
。

表
十
三
玉
名
の
項
及
び
植
木
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

植
木

熊
本
県
熊
本
市
の
う
ち
旧
植
木
町
の
区
域

玉
名

熊
本
県
玉
名
市
並
び
に
玉
名
郡
南
関
町
及
び
和
水
町

表
十
四
北
埼
玉
の
項
中
「
、
羽
生
市
、」を「（
旧
大
利
根
町
の
区
域
を
除
く
。）、
羽
生
市
及
び
」
に
改
め
、「
並
び
に
北

埼
玉
郡
騎
西
町
及
び
北
川
辺
町
」
を
削
り
、
同
表
山
門
の
項
、
南
筑
後
の
項
及
び
八
女
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

南
筑
後

福
岡
県
柳
川
市
及
び
大
川
市

八
女

福
岡
県
八
女
市
、
筑
後
市
及
び
三
潴
郡

山
門

福
岡
県
み
や
ま
市

表
十
四
熊
本
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

熊
本
山
鹿

熊
本
県
熊
本
市
（
旧
城
南
町
を
除
く
。）及
び
山
鹿
市
の
う
ち
旧
山
鹿
市
の
区
域
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表
十
四
鹿
本
の
項
を
削
り
、
同
表
宮
崎
の
項
中
「
の
区
域
及
び
宮
崎
郡
」
を
「
及
び
旧
清
武
町
の
区
域
」に
改
め
る
。

表
十
九
花
巻
の
項
中
「
及
び
紫
波
郡
」
を
「
雫
石
町
、
岩
手
町
及
び
滝
沢
村
並
び
に
紫
波
郡
」
に
改
め
、
同
表
松
本

の
項
中
「
、
波
田
町
」
を
削
る
。

表
二
十
松
本
の
項
中
「
、
波
田
町
」
を
削
り
、
同
表
吉
野
の
項
を
削
る
。

表
二
十
二
松
本
の
項
中
「
、
波
田
町
」
を
削
る
。

表
二
十
三
阿
中
の
項
中
「
阿
武
町
」
を
削
る
。

表
二
十
四
三
方
原
の
項
中
「
、
湖
西
市
及
び
浜
名
郡
」
を
「
及
び
湖
西
市
」
に
改
め
る
。

表
二
十
五
松
本
の
項
中
「
、
波
田
町
」
を
削
る
。

表
二
十
六
宮
崎
の
項
中
「
、
宮
崎
郡
」
を
削
る
。

表
二
十
九
松
本
の
項
中
「
波
田
町
、」
を
削
る
。

表
三
十
県
央
鬼
怒
川
流
域
の
項
中
「
及
び
芳
賀
郡
」
を
「
並
び
に
芳
賀
郡
益
子
町
、
茂
木
町
及
び
芳
賀
町
」に
改
め
、

同
表
西
遠
の
項
中
「
湖
西
市
」
の
下
に「（
旧
新
居
町
の
区
域
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
表
尾
鈴
の
項
を
削
る
。

〇
経
済
産
業
省

国
土
交
通
省

環

境

省
告
示
第
百
八
号

特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
四
日
次
の
と
お
り
特
定
特
殊
自
動
車
の
型
式
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
十
七
号

野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）第
六
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
七
年
五
月
二
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
四
十
四
号
（
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
野
菜
指

定
産
地
を
指
定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
同
法
第
六
条
第
三
項
及
び
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

福
島

瑞
穂

表
一
熊
本
の
項
中
「
旧
富
合
町
」
の
下
に
「
、
旧
城
南
町
及
び
旧
植
木
町
」
を
加
え
る
。

表
二
吾
妻
西
部
の
項
中
「
長
野
原
町
、
嬬
恋
村
、
草
津
町
及
び
六
合
村
」
を「
中
之
条
町
の
う
ち
旧
六
合
村
の
区
域
、

長
野
原
町
、
嬬
恋
村
及
び
草
津
町
」
に
改
め
、
同
表
松
本
の
項
中
「
、
波
田
町
」
を
削
る
。

表
三
山
口
の
項
中
「
山
口
市
」
の
下
に「（
旧
阿
東
町
の
区
域
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。
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